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複雑性尿路感染症に対す るCarumonamの 使用経験
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灘 性尿路感染症を有する15例 の患者にcarumonam (CRMN,AMA+080)を 投 与

し,そ の臨床効果および副作用について検討 した。

投与方法 としては,本 薬剤19を 朝 夕2回 点滴静注 し,投 与期間は原則 として5日 間 とし

た。 その結果,UTI薬 効評価判定基準 に該 当した12例 について検討 した ところ,著 効4

例,有 効5例 で有効率 は75%で あ った。 また,尿 中分離菌株18株 中消失11株 であ り,

Pseudomonas aemginosaを 含 むグラム陰性桿菌に対して強い抗菌力が認め られた。 なお,

全例に特記すべき副作用は認め られなかった。

緒 言

近年尿路 感 染症 は,β-1actamaseを 産 生 す るグ ラ ム陰

性菌 を起 炎菌 とす る ものが 多 くな っ て きて い る。 今 回,

武田薬 品工 業 株式 会 社 で 開発 され たmonobactam系 の

新合成抗生 物質carumonam(CRMN, AMA-1080)は,

化 学 名 がdisodium(+)-(Z)-[[〔1-(2-amino-4-thi-

azoly1)-2-〔[(2S,3S)-2- (carbamoyloxymethy1) -4-

oxo-1-sulfonato-3-azetidinyl]amino]-2-oxoeth-

ylidene]amino]oxyacetateで,Fig.1に 示 す構 造 を有

してい る。また,CRMNはPseudomms aemginosaを

含むグラ ム陰性 菌 に強 い抗 菌 力 を示 し,β-lactamaseに

きわめて強 い抵 抗 性 を示 すた め,他 の β-1actam剤 耐 性

菌に対 して も抗 菌力 を有 し,β-lactamase誘 導 も きわ め

て低 い とい われ て い る1)。

今 回,わ れ わ れ は複 雑 性 尿 路 感 染 症 に対 して,こ の

Fig. 1 Chemical structure of carumonam

CRMNを 使用し,本 剤の有効性および副作用について

検討 したので報告する。

I.方 法

1.対 象

本治験の対象 は,1985年1月1日 より1985年3

月31日 までの3カ 月間に,大 阪医科大学泌尿器科,

北 摂病院泌尿器科および済生会中津病院泌尿器科で

複雑性尿路感染症 と診断された16歳 以上の入院患

者15例 である。症例 は一括 してTable 1に 示 した

が,そ の内訳は複雑性腎孟腎炎8例,前 立腺術後尿

路感染症5例,お よび複雑性膀胱炎2例 であ り,そ

の基礎疾患は腎結石6例,膀 胱腫瘍2例,前 立腺肥

大症6例 および前立腺癌1例 である。性別は男性11

例,女 性4例 であり,年 齢は35歳 か ら84歳 で平均

64.5歳 である。なお,本 剤投与前尿中に真菌の認 め

られた症例(No.13,No.14)お よ び尿中細菌数が

104/m1に 満 たなかった症例(No.15)は 薬 効の判定か

ら除外 した。

2.投 与方法ならびに検査項 目

投与薬剤 は粉末で,1vial中 にCRMNを19含 有

している。 これをソリタT3液200mlに 溶解 し朝夕

1g宛 約1時 間 にて点滴静注 し,原 則 として5日 間

計10gを 投 与 した。
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Table 2 Bacteriological response to carumonam in complicated UTI

(1gx2/day)

*Persisted: regardless of bacterial count

検査項目としては,本 薬剤投与前および投与開始

後6日 目に検尿,尿 細菌培養を行って尿中白血球数,

尿中細菌の同定,菌 数定量および抗生物質感受性試

験を行い,ま た同時に末梢血液検査および血液生化

学検査を施行した。効果の判定は本薬剤の投与開始

後6日 目に行った。臨床効果の総合判定は,膿 尿お

よび細菌尿の推移から,UTI薬 効評価基準2)に従っ

て行った。

II.成 績

1.細 菌 学 的効 果

薬 効 評 価 判 定 の 対 象 と な っ た12例 か ら分 離 さ れ

た18株 の 菌 種 の 内 訳 はTable2に 示 す ご と くで,

Paeruglinosa4株,Escherichiacoli3株,Pzoteus

mirabilis, Entmcoccus faecalis各2株,Klebsielh

pneumoniae, citnbacter freundii, Enterobacter

sp., Xanthomonas maltophylia, Acinetobacter

sp., Staphylococcus aur eus, Staphylococcus

epidemidis各1株 で あ っ た 。

尿 中 分 離 菌 の 推 移 を見 る と,18株 中 消 失11株,不

変7株 で あ り,菌 種 別 に検 討 す る と1)aeruginosa

(4株),Ecoli(3株),Pminbilis(2株),、K

pneumoniae(1株)お よ びCfreundii(1株)で は

100%の 消 失 率 で あ った 。 ま た,本 剤 投 与 終 了後 に 尿

中 に 存 続 し た 菌 種 はTable3に 示 す ご と く,E

flecalis5株,S.aurms,S.epi4ermidis,cor-

Table 3 Strains appearing after carumonam

treatment

Incidence of appearance (No.of cases) 6/12(50%)
*Regardless of bacterial count

ynebactenum各1株 およびYeast2株 であった。

2.臨 床的効果

UTI薬 効 評価基準(第2版)に よって効果を判定

し,そ の結果をTable4に 示 した。

細菌尿 について見 る と,12例 中陰性化7例(58

%),減 少1例(8%),菌 交代1例(8%),不 変3例

(25%)で あ った。

膿尿について見ると,12例 中正常化6例(50%),

改善3例(25%),不 変3例(25%)で あ った。

総合臨床効果 は著効4例(33%),有 効5例(42

%),無 効3例(25%)で あ った。つぎに,UTI薬

効 評価基準(第2版)の 複雑性尿路感染症 における

疾患病態分類による臨床効果 をTable5に 示 した。
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Table 4 Overall efficacy of carumonam in

complicated UTI

(1g•~2/day)

Table 5 Overall clinical efficacy classified by type of infection

その内訳はG-1:1例,G-3:7例(単 独感染症例8

例),G-5:2例,G-6:2例(混 合感染症例4例)

であった。単独感染症例群では8例 中著効4例,有

効3例,無 効1例 で有効率は87.5%で あ り,混 合感

染群では4例 中有効2例,無 効2例 で有効率は50%

であった0ま た,カ テーテル非留置例では9例 中著

効4例,有 効5例 で有効率 は100%で あ ったが,カ テ

ーテル留置例では3例 とも無効 であった
。

3.副 作 用

血液生化学的検査成績 をTable6に 示 した。副作

用としては1例 にのみGOT,GPTの 軽 度上昇が認

められたが,本 剤投与終了後数 日間で正常化 してお

り,自 覚的 に副作用 を訴 えたものは1例 もなかった。

III.考 按

CRMNは 近 年 開発 され た単環性 β-lactam抗 生

物質,い わゆるmonobactam系 と呼称 される抗生物

質 で あ り,β 一1actamaseに 強 い抵 抗 を示 し,P

aeruginosaを 含 む グラム陰性菌 に強い抗菌力 を有

するといわれている。複雑性尿路感染症か ら分離さ

れる菌種の多 くがグラム陰性桿菌であることから,

本薬剤は複雑性尿路感染症 に対 して優れた臨床効果

があるもの と期待 される。今回のわれわれの成績で

も,複 雑性尿路感染症12例 に対 し75%と い う高い

有効率が得 られた。 とくにその中のカテーテル非留

置例9例 について見 る と,100%の 有 効率が得 られ
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た。細菌学的効果では検出された18株 中消失は11

株 と消失率61.3%で あ ったが,グ ラム陰性菌では14

株中11株 消 失で消失率 は78.6%と 高 い消失率 を示

し,本 剤の抗菌スペク トルを反映 した成績であった。

なかでも比較的多 く分離されたP.aeruginosa 4株

は全株消失 した ことは特筆すべ きことと考 えられる。

また,副 作用については,本 薬剤投与の中止や治療

を必要とする血液生化学的検査値の異常ならびに自

覚症状が認められた症例 は1例 もな く,本 薬剤の泌

尿器科領域における有用性は非常に高 くかつ安全で

あると考 えられ る。
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Fifteen patients with complicated urinary tract infections were treated with carumonam (CRMN .
AMA-1080).

The drug was given at a dose of 2 g daily by i.v. drip infusion for five days .
Therapeutic effects were excellent in four cases, moderate in five and poor in four . The overall

efficicacy rate was 75%. Bacteriologically , eradication of the organisms was observed in 11 out of 17
strains (61%) isolated from urine. Carumonam seemed to be very effective against Gram-negative
bacilli, including Pseudomonas aeruginosa.

No side effects were observed in this study .


